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学位論文内容の要旨
戸建て困地におけと高齢者の孤本の出現状祝及びその関連要因を明らかにし，孤立予肪翠
コミュニティづくりについて棋討することを目的に， 20昨年と 2010年に質問紙都査を実位
したe 擁立の実態は舟出頼度と近隣との交流頻度から4タイプiと分類し;分析そ行った@
健康状態や社会生括状態は衡是~l向にあり，タイプ別孤立の割合は f非孤立鮮J に次いで
?晶立予憤群jが多く，この多さが先行研究との比較において対象団地の特徴であったor狐
立予備群Jは.2001 ~手は高年齢，主観的醜僚組低い，うつあり，転倒j経験あり，趣味活動少
ない，低世帯収入.手段的サポートの受領なし， 2010年はこれらに加え，要介護認定めり，
IADL低い，情緒的サポートの受舗及び提供なしと関連がみられた。その中から多寂μジステ
ィック間帰分析でー 2007年は主観的館厳感低い.低世帯収入が抽出され.2010 年は高年齢市
{氏背争終収入情緒的-tTポ』・ト0)提供えtl.nl抽出され介.
したがって，今後ますます高齢化が退行する戸建て団地において，地域保韓活動の視点で
弧立予紡製コミュニティづくりを推進していくためにはーとくに高齢者自身世摘緒杭サポー
トの提供者となり得吾プログラム令開発する必要性が示唆されたの
論文審査の結果の要旨
論文審査要官:
本論文は高度経辞成長期に地方の丘陵地に造成された戸捨て問地にお付る商齢者の
社会的孤立主その翻連要因について.2007年及び 2010年に質問紙による遺跡調査に
よって明らかにした.都立の実糧は外出麟度と近隣との受流頼度から『非孤立群Jr外
出独小型弊孤立鮮J r孤立予備鱒J r孤立群Jの4タイプに分類されたo r非孤立群j
$7悦iζ次いで f孤立予備群j34%が多<. r孤立鮮j 栓 2~らから 7悦h増加した.対象
者の健康状婚や社会生活拭櫨は議逝慨向民あり， r孤立予備群Jの有無を槌i属疲散と
する多重ロジスティッタ盟帰分析では，高年齢，低世主務担入，主概的健康感の低d，
情緒的サポートなしが関連喪固としてあげられた固
との「孤立予備癖jは団地内部の提概よりも外部との溜抗的関係を維持するライフ
スタイルであることが推掃され f孤立群」へ移行しない対簡とともに高齢者自身が
情緒的サポートの提供者となり得るプログラム等を間接する必要性が示唆された.
以上の成品により，本研究lま高齢化部急速に進展する陸地にお付る地域保健括動的
観点から担立予防恕コミ品エテイづくりの方競巳ついて箆要な知見を提供するもので
あめ，博士(保健学)の学航授与に備することを縛める.
